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rzooo年にむけて
女が政治を変える』

す
る
。この
よ
聞
に
も
拘
ち
ず
、
い
も
章
一

の
水
は
だ
ん
だ
ん
早
さ
、
桂
一
寸

を
残
す
の
み
と
な
る
。
造
惣
エ
の

園
理
に
鵬
明
主
る
の
み
。

M
貴
人
ひ
ょ
っ
と
り
丞
笥
酬

に
よ
り
自
邑
の
簡
に
夢
申
。
不
平

を
去
は
ず
に
ゐ
ら
れ
ぬ
人
ら
し

い
。
愚
闇
の
は
け
口
が
私
の
家
か

と
い
声
き
か
ま
び
し
く
な
る
。
も

っ
と
目
ざ
め
た
晴
人
の
叫
び
が
聞

き
た
い
も
の
で
あ
る
。

十
一
時
、
宮
崎
民
大
型
持
害
。

一
一
時
近
く
ま
で
話
し
て
ゆ
か
る
。

と
の
こ
巧
の
新
聞
在
日
る
と
さ
ん
、
製
耕
燈
夫
弁
撞
で
、
共

軸
争
中
不
当
に
盟
主
て
い
産
党
の
志
賀
誠
夫
氏
・
:
な
る

た
人
々
の
己
弁
h
p
括
噂
L
よ
っ
ぽ
ど
。

て
い
る
。
二
十
日
の
朝
日
新
聞
主
婦
の
生
活
は
あ
い
か
わ
ら

は
H
自
由
主
す
晒
者
H
よ
じ
て
大
ず
崖
ベ
る
己
と
と
着
る
こ
と
に

宇
を
通
わ
れ
た
教
侵
遣
の
特
輯
追
い
事
わ
さ
れ
て
い
る
。
大
友

季
大
き
く
組
ん
で
い
る
b

さ
ん
の
日
配
色
、
皇
ベ
吾
」
と

新
聞
、放
送
も
様
が
わ
り

ま
た
、
N
H
K
〈
も
ち
手
ん
を
良
類
の
惇
摘
の
記
事
が
穴
き

ラ
ジ
オ
〕
で
は
、
出
蹴
者
の
時
な
ス
ペ
ー
ス
を
し
め
る
。

間
N

と
い
う
の
を
は
じ
め
に
。
新
制
広
告
で
は
、
こ
の
己
ろ

出
諸
君
正
と
し
て
報
道
さ
れ
か
ら
「
英
会
話
」
が
自
立
ち
出

た
名
を
H
号
と
、
三
田
村
宜
夫
す
。
ラ
フ
ジ
オ
の
英
会
福
間
座
も
、

代
議
士
、
μ

其
産
党
の
シ
ン
パ
H
こ
の
と
ろ
人
司
吾
組
だ
っ
%

安
田
徳
太
郎
民
、
孔
樟
見
開
子

し
て
、
肌
揖
一
副
辞
任
上
げ
た
。
み
が
天
国
に
入
れ
る
事
を
知
る
。

使
半
眼
b
れ
ぬ
ま
〉
に
「
唯
一

世
間
す
る
車
に
よ
り
神
へ
の
栄
光

の
教
関
」
を
腕
む
。
軒
昂
田
ひ
毒
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

時
の
雨
、
い
と
じ
め
じ
め
と
レ
晶
、
，
神
よ
、
私
の
か
つ
て
の
罪

て
不
快
な
り
。
者
詳
し
桔
へ
、
し
か
し
て
今
睡
の

ニ
士
一
百
(火
)
爾
後
や
む
。
隼
曲
に
光
を
与
へ
拍
へ
、
噛
災
に

相
摩
包
誕
生
日
な
る
も
、
朝
は
よ
る
悩
め
る
人
々
を
世
ひ
桔
へ
。

港
ち
つ
か
ぬ
と
の
理
由
に
て
、
タ
(
注
①
)

食
聖
霊
餐
r
T
ベ
く
、
朝
は
パ
ン
原
山
u
u
埼
玉
県
浦
和
市
原
山
。

金

と

な

す

。

大

友

さ

ん

の

家

の

あ

る

と

こ

ろ

胞
彦
と
た
っ
た
ニ
人
と
り
残
さ

れ
た
室
内
の
静

5
dの
中
に
真
剣

に
な
っ
て
「
唯
一
の
紋
揖
」
を
閉

7
会"。買
に
神
と
隣
人
を
愛
す
る
者
の

フォーラム開{雀

、』PJFA(昌吉田ヘ去、

戦

後

史

日

記

か

ら

⑬ 

荒
内

出
合
子

ち
ょ
っ

と

し

た

工

夫

を

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
味
に

(
静
岡
県

・
撤
回
市
)

(月曜日 〉

ね
ば
辛
口
由
。
士
丈
は
至
っ
て
咽

買
な
も
の
で
あ
る
。

二
十
二
日

(月
)
雨

不
適
嗣
棉
発
生
の
為
、
本
州
一

般
は
梅
雨
横
離
の
如
し
と
か
、
全

く
肌
の
芯
底
ま
で
吊
へ
る
心
持
が

も
な
い
。
間
夫
だ
っ
た
ら
ア
保
守

を
週
れ
て
、
醐
神
社
へ
事
詣
し
ゃ

う
と
思
っ
て
ゐ
た
が
、
記
安
抜
け

か
ち
雨
天
な
の
で
時
望
も
実
っ

た。
衣
料
不
足
の
今
日
な
れ
ば
、
醐

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
日
(
土
)

時
々
晴
薪
配
枯
な
る
も
、
留
守
番
が
な

い
の
で
、
一
切
の
手
酬
を
寿
チ
さ

ん
に
嗣
開
ひ
す
る
。

午
后
、
軍
金
に
山
か
け
る
G

進
駐
車
の
京
都
と
な
っ
た
武
州

盃
槽
か
ち
は
、
余
程
大
さ
な
ス
ピ

ー
カ
ー
そ
任
か
り
た
ろ
し
ミ
、
今

日
か
ら
こ
の
原
山
(
注
⑦
)
軒
厳

正
す
雫
雪
辱
さ
と
一
安
音
盤
い
か
聞

え
て
く
る
。
進
駐
留
が
タ
パ
コ
一

聞
を
=
一
十
円
で
日
本
人
に
売
っ
て

ゐ
る
と
三
ふ
。
そ
れ
を
買
ふ
馬
鹿

1
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寺
南
よ
り
由
紀
手
用
の
吾
品
チ

ヨ

y
キ
を
臨
み
は
じ
む
。

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
救
出
闘
が
ラ
ヂ
オ

に
も
軒
聞
に
も
報
道
せ
ち
れ
た

が
、
こ
れ
は
事
実
輔
摂
な
り
と
拘

置
で
持
費
せ
り
。

二
十
一
日

(日
〕
雨

何
時
も
荒
ん
だ
ま
語
の
み
で
暁

気
が
な
い
。
さ
り
と
て
苑
に
た
く

|

|

歴

史

を

ひ

ら

く

は

じ

め

の

家

に

参

加

し

て

おなじみのテュープ入り、ぴん入りか勺、ステイソクタイプ、ミニハック.で、

皇宮にそろったキユヒ マヨネ ズ方 ルマイティ白岡修mとして.いろい
ろなお軒理に克明できるマヨネーズ"‘オリジナル広味告楽しみたい方々 の力強

、鴨方、ちょっとした工夫でお料哩町世界Uもっともゥと広がりますいつもフ

レッγュ信おいしさをどうぞ

十
周
二
日
(
水
)
午
後
六
時
か
ろ

九
時
ま
で
、
日
本
教
岩
田
会
館
ホ
ー
ル

(
地
下
酷
神
間
申
か
竹
橋
下
車
)
で
、

梅
外
か
ら
主
人
の
女
性
政
胎
家
者
通

え
て
「
っ
6
0
6
年
に
向
け
で
立
が

政
措
を
変
え
る
」
と
い
う
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
聞
か
れ
る
。

E
人
の
女
性
政
拍
家
の
栗
田
和
き

っ
か
け
に
、
女
性
た
ち
が
恩
フ
存
分

話

K
固
い
、
A
『
種
の
具
体
的
翌
月
向

を
さ
ぐ
ろ
う
と
い
う
意
図
で
行
う
も

の
。
事
加
賀
八
百
円
。

ゲ
ス
ト
・
出
席
者
は
棋
の
方
々
。

*
カ
リ
オ
ピ

・
プ
ル
ダ
ラ
亨
ん
(
ギ

リ
シ
ャ
圏
全
調
員
)

合
マ
イ
・
プ
リ
ッ
ト
・
テ
オ
リ
ン
さ

ん
(
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
縮
大
使
〉

合
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
さ

ん
合
一
ュ
ジ
i
ラ
ン
ド
労
働
党
問

首
)
合
エ
ン
・
ベ
ン
ゲ
リ
ー
さ
ん
(
南
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
封
噛
党
要
員
)

合
ジ
ュ
リ
ア

・
テ
ウ
ル
さ
ん
(
ベ
ラ

一
ワ
「
キ
ッ
タ
レ
ン
」
の
メ
ン
バ
ー
)

能
力
や
個
性
を
画
定
レ
で
レ
ょ
う
危
一

合
土
井
た
か
子
さ
ん
(
衆
講
「
議
員
)

憤
な
内
容
房
き
ん
で
い
る
と
し
、
こ
一
司
会
落
合
唐
チ
さ
ん
(
作
家
)

れ
に
反
対
、
臨
教
審
の
解
散
を
要
求
一
主
慣
は
岡
温
存
委
員
会

(
E
Q

6

す
る
と
の
申
入
・
を
、
九
月
二
十
日
一
2
2υ!
日
1
76

1

岡
本
道
雄
臨
時
教
官
審
調
会
々
長
島

て
に
軍
国
し
た
。

女
性
史
研
究
車
・
も
歪
C
わ
去
J
と
さ
ん
が
作
つ
を
噛
み
し
め
る
人
の
哩
室
E

帽
で
み
れ
~
。

た
H
歴
史
宇
δ
ら
く
は
じ
め
の
テ
が
オ
i
プ
、
〆
レ
畢
い
の
眠
時
目
、
軍
の
申
は
女
性
た
ち
の
、
そ
れ

て
か
金
二
年
目
。
八
月
初
旬
、
全
国
の
、
も
ろ
さ
わ
ぞ
れ
の
一
思
い
で
ム
ン
ム
ン
し
て
い
た
。

ょ
う
己
フ
ァ
ン
や
平
和
を
願
う
人
た
ち
が
蝿
ま
っ
故
・
市
川
胃
贋
先
生
の
写
真
に
見
守
ら
れ
な
が

て
、
=
百
周
年
旬
念
行
事
が
行
詰
わ
れ
た
。
色
、
繭
ら
い
が
強
志
る
。
も
ろ
さ
わ
喜
つ
己
さ
ん
の

私
が
、
長
野
県
北
佐
A
の
H
歴
史
歩
何
U
色
く
は
じ
接
接
は
「
歴
史
と
出
合
い
、
自
分
自
射
と
出
会
い
、

め
の
家
H
に
た
ど
り
つ
い
た
の
は
、
八
月
九
目
、
午
そ
し
て
人
と
出
合
う
。
人
は
雇
史
を
作
っ
て
い
く
の

後
四
時
近
く
空
あ
っ
た
る
静
岡
か
ら
七
時
間
ほ
ど
の
で
す
」
と
い
ス
垂
索
。

道
嬰
ι
。

大

先

輩

の

切

り

開

い

た

遭

、

そ

の

聞

か

れ

た

足

跡

三
間
年
の
蝿
い
に
全
国
各
地
か
ち
駆
け
つ
け
た
約
を
一
宇
一
事
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
史
が
作

百
人
の
女
性
た
ち
は
、
皆
い
き
い
き
と
し
て
、
自
分
ち
れ
る
の
ギ
1
4
に
し
て
、
や
っ
と
回
揮
を
掴
ん

た

ち

が

か

か

え

だ

思

い

が

し

、

て
い
る
間
闘
を

・
:'av--

熱
い
も
の
が
胸

伎
が
更
り
る
の

参

加

者

の

た

か

ぶ

り

高

号

室

生
忘
れ
て
軸
じ

目

を

開

か

れ

た

思

、

沖
縄
の
ひ
め

た
o

d
B
M

ゆ
り
部
隊
に
い

十

日

の

直

て

生

き

残

っ

た

は
、
望
月
の
里
主
文
化
構
通
告
が
催
さ
れ
た
。
女
性
、
敗
噛
時
ま
で
職
場
を
軍
げ
ま
わ
っ
た
従
軍
司

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
沖
縄
の
伝
柄
拘
踊
「
琉
韓
正
雄
開
た
ち
の
奇
跡
の
生
き
証
人
の
昨
え
に
、
聞
ζ
え

が
紹
介
さ
る
。
沖
縄
放
送
周
の
中
村
女
史
の
解
院
に
る
は
ず
の
な
い

Bmの
爆
査
が
私
の
耳
を
開
う
。

よ
っ
て
二
つ
一
つ
の
揮
踊
が
も
っ
意
味
な
ど
を
理
仲
輔
の
生
き
証
人
も
す
で
に
六
十
揖
を
魁
r

えた。

解
古
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ち
に
興
味
説
く
拝
見
す
る
捜
月
の
流
れ
は
、
日
本
の
国
平
私
た
ち
女
性
を
y
ち

乙
と
が
で
き
た
。
が
、
米
軍
か
ら
一
買
い
思
っ
た
フ
ィ
変
え
た
の
で
あ
る
っ
か
l
o
閏
月
の
流
れ
に
埋
も
れ

ル
ム
、
沖
縄
開
臓
の
記
婦
映
固
も
両
時
に
上
眠
さ
れ
、
た
女
た
ち
を
胞
り
起
こ
す
も
ろ
さ
わ
ょ
う
こ
さ
ん
の

と
れ
に
は
強
い
て

νョ
ッ
ク
砕
受
付
た
。
女
性
史
研
究
の
軍
曹
性
を
し
み
じ
み
と
実
感
。

ー
l
昭
和
二
十
年
四
月
一
目
。
米
戸
車
の
よ
睦
f

異
そ
し
て
担
女
の
、
歴
史
を
ひ
ら
い
た
と
い
主
自
由

に
、
逃
げ
場
を
失
っ
た
島
民
は
自
決
を
す
る
よ
り
ほ
に
澗
ち
た
哩
に
深
い
昭
動
を
買
え

n
私
も
何
か
や
ち

か
は
な
か
っ
た
l
l
残
酷
き
わ
ま
る
職
場
輔
面
の
ね
ば
μ

と
い
う
思
い
に
か
ち
れ
な
が
ら
帽
途
に
つ
い

世
々
。
「
死
由
事
は
園
の
為
、
天
皇
の
昂
」
と
は
、
向
た
。

と
掛
か
な
あ
や
生
霊
D
で
あ
っ
た
の
か
痛
世
の
摂

1985年 9月 30B

グ
梅
雨
空
4
に
心
も
冷
え

っ
た
揮
李
主
人
の
ね
重
写
を
ほ
ど

い
て
、
肌
M
a
に
縄
ひ
置
さ
ん
と
で

座
す
。
丁
度
、
小
杉
民
掴
来
宅
、

昼
食
を
共
に
せ
ん
と
で
パ
ン
を
焼

さ
、
費
味
な
ス
1
プ
代
用
の
什
を

つ
く
る
。
い
た
く
人
目
よ
き
を
以

て
、
タ
金
に
も
再
び
つ
く
る
。

タ
童
桂
の
静
け
さ
の
中
に
一
人

恩
ひ
っ
〉
、
幅
物
を
な
す
。
由
紀

子
、
昭
彦
の
両
人
は
、
主
人
の
杭

元
に
て
、
H
お
弁
当
y
宇
品
閣
さ
神

妙
な
り
。
相
彦
も
愈
々
、
明
春
は
「
窄
き

門
」
と
し
て
の
入
学
園
酬
を
受
切

こ
の
間
、
パ
ン
を
涜
き
一
関
返
し
、

闘
井
夫
人
に
も
宣
個
軒
き
し
あ
げ

る。
味
噌
(
九
肩
分
)
の
配
桔
あ
り
。

高
麗
家
母
堂
宅
へ
遊
駐
車
の
二
人

が
遊
び
に
薫
り
し
由
、
大
変
即
閉
じ

が
よ
い
と
云
は
れ
て
ぬ
た
。

輔
さ
を
す
れ
ば
と
そ
鬼
畜
と

も
罵
ら
う
。
日
本
人
よ
り
過
か
に

水
車
の
高
い
迫
描
感
の
中
に
も
育

っ
た
彼
時
で
あ
る
密
だ
。

我
々
は
深
い
庄
吾
を
す
べ
斉
萩

で
あ
る
。

章
夫
金
ぼ
ろ
ゆ
か
た
包
更
生
と

力
ッ
卜
は
大
友
苧
九
の
部
中

島
贋
子
事
九

安売~ ./'、来斤JSn

が
ど
う
変
わ
り
、
y
h
J
問
題
な
の
か

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
ほ
し

し
な
ど
な
《
千
八
百
三
十
人
が
回

笛
を
寄
せ
、

ζ
ヲ
し
で
も
臨
教
審
に
対

す
る
母
親
の
批
判
の
声
は
大
き
い
。

な
お
間
舎
で
は
己
の
ア
ン
ケ
ー
ト

師
事
室
芦
」
め
た
桔
果
、
臨
教
室
の

「
笛
申
」
は
、
国
民
が
真
に
望
む
廟

い
や
要
求
に
何
b
答
え
て
お
ら
ず

「
個
性
尊
重
」
「
多
様
化
」
の
名
の

も
と
に
、
平
供
を
早
く
か
ち
選
別
し
、

l

i
l
-

9月 7目、 1閣年紀意フェヌティパJ"の費量終日には
&仲よく'ゲートポーJレ大舎が行なわれた

印
刷
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
共
同
ス
ベ
l
一
た
り
、
受
流
の
輔
が
広
が
っ
て
い
る
一
り
、
中
野
区
の
猷
み
は
そ
う
し
た
一

ス
が
艶
嗣
さ
れ
て
い
る
。
一
ょ
う
で
す
一
と
そ
の
成
梨
を
語
す
。
一
例
で
も
あ
る
。

ζ
つ
し
た
栂
離
が
邑

開
館
し
で
一
年
目
、
当
句
字
洪
一
号
」
の
了
供
た
ち
は
「
ク
ソ
ジ
ジ
地
に
出
来
る
と
と
伊
富
亥
れ
る
3

は
も
の
め
ず
わ
し
さ
も
あ
っ
て
、
ワ
一
〈
ク
ソ
パ
パ

7
」
と
い
う
よ

j
i
i
i
i
ι
、
i

L
主
、
六
十
人
集
ま
っ
た
が
、
一
つ
に
、
喜
り
毒
味
な
く
富
士

人
権
写
真
コ
ン

テ
ス
ト

お
年
寄
り
は
た
だ
還
ま
さ
に
見
で
い
一
号
盟
ロ
は
絶
対
に
使
わ
な
い
。
己
れ
三
多
摩
人
恒
擁
雄
署
員
協
調
会
で

る
だ
は
凡
っ
た
と
い
う
。
一
も
，
ふ
れ
あ
い
ρ

の
た
ま
も
の
。
は
会
の
趣
旨
に
沿
っ
た
、
伐
の
辛
っ

そ
れ
で
色
区
の
お
問

pdや
口
コ
一
廊
下
や
ト
イ
レ
で
お
年
寄
り
に
週
な
写
真
の
コ
ン
-
ア
ス
ト
を
行
な
う
。

ミ
が
勅
を
占
脅
し
、
二
、
=
一
カ
月
桂
に
一
を
語
る
な
ど
、
や
さ
し
さ
も
出
て
き
①
日
常
生
育
の
巾
で
、
買
い
に
相
手

は
お
年
寄
り
の
喪
が
見
ら
れ
る
よ
う
一
て
い
る
。
の
立
場
を
考
え
て
、
些
か
は
人
間
聞

に
な
っ
た
。
一
一
つ
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
下
保
を
つ
く
っ
て
い
る
場
面

A
『
で
は
の
べ
一
日
平
均
、
ず
山
町
由
一
供
と
お
年
寄
り
の
、
両
側
面
か
む
耳
②
幸
曙
な
生
活
に
つ
い
て
日
頃
存
え

五
十
人
、
お
年
寄
り
十
人
ぐ
ち
い
の
一
え
な
切
れ
ば
毎
毎
い
の
は
確
か
に
て
、
聞
か
な
人
間
間
保
を
つ
く
っ
て

利
塁
-
が
あ
る
。
一
離
し
い
。
神
経
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
ニ
い
る
掛
間

己
の
年
聞
に
、
皮
細
工
教
室
、
一
倍
以
よ
使
否
。
し
か
し
鰻
点
を
う
ま
く
③
辛
福
な
生
田
に
つ
い
て
、
目
頃
考

ク
リ
ス
マ
ス
虫
、
初
釜
、
百
人
一
首
、
一
引
さ
出
せ
ば
、
お
言
い
に
山
間
に
と
一
え
て
い
る
こ
と
や
感
し
て
い
る
こ
と

斬
曹
寄
席
、
パ
ン
づ
く
り
、
早
も
ち
一
け
込
め
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
一
を
型
現
し
た
写
真

い
う
置
が
区
の
企
厚
手
富
一
づ
く
り
、
議
長
会
な
ど
、
章
一
幸
男
同
と
レ
て
は
「
お
喜
一
同
協
調
会
で
は
写
真
を
広
ミ
重

出
さ
れ
た
。
一
に
合
わ
せ
て
二
霊
ざ
ま
な
行
事
を
り
の
生
き
た
章
、
知
署
長
主
す
る
こ
と
で
、
人
権
の
警
喜
一
え

「
今
の
世
の
中
は
高
齢
化
が
進
む
一
一
計
画
、
"
ふ
れ
あ
い
μ

を
実
行
し
て
一
ち
に
信
え
る
た
め
、
さ
ら
に
い
ろ
い

一
て
も
U
い
た
い
と
い

22」
と
だ
。

有
明
家
臨
牝
lu
、
平
供
と
お
年
寄
一
き
た
わ
け
だ
が
、
百
人
一
首
平
時
慎
一
ろ
な
行
事
年
盃
困
し
、
交
流
の
定
着
一
@
応
碍
嗣
定

り
が
ふ
れ
寄
っ
咽
が
だ
ん
だ
ん
少
な
一
大
金
で
は
お
年
寄
り
の
堕
削
が
、
数
一
を
は
か
り
た
い
。
一
一
年
目
は
お
年
寄
一

V
蝿
格
日
間
わ
な
い
マ
サ
イ
ズ
U
キ

く
な
っ
て
さ
て
い
る
、
己
ん
な
ふ
れ
↑
段
も
よ
。
予
慌
た
ち
は
コ
テ
ン
パ
ン
一
り
の
参
加
宇
美
」
ち
に
増
や
し
た
い
」
一
ャ
ピ
永
V
締
切
り
十
一
月
三
十
日

あ
い
の
施
設
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
一
に
や
っ
つ
け
ら
れ
「
ク
ヤ
シ
3
」

。

一

と

今

さ

ん

ロ

一

マ
送
り
先
i
H
干
問
八
干
ヂ
市
本
郷
一

ゃ
な
い
か
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
。

一

パ
ン
の
ア
ン
コ
づ
く
り
に
は
ク
ロ
一
ス
タ
ー
ト
し
で
か
ら
牢
で
4
っ
一
i
四
l
一
五
型
車
居
開
局
区
内
三
多

奇
か
ら
三
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
一
ウ
ト
は
だ
し
の
お
ぴ
い
ち
ゃ
ん
も
と
一
ゃ
く
軌
道
に
栗
っ
て
き
た
と
こ
ろ
一
躍
人
幅
擁
理
委
一
聞
協
調
会
「
写
真
コ

る

。

一

び

出

し

て

、

子

供

た

ち

の

尊

散

を

こ

だ

G

一
ン
テ
ス
ト
」
部

。
応
聾
ょ
の
昨
車

①
未
発
表
の
も
の
②
作
品
の
盟
に
応
一

岬
盟
貼
付
・
間
合
わ
せ
同
協
曙
会
古
一

0
4
っ
8
8
9
?
ι

一

予
想
上
回
る
母
親
の
関
心

臨
教
審
路
線
に
不
安

薗壬~

新
H
I
晴
人
笠
宮
(
石
井
あ
や
子
一
性
主
雲
茜
一
主
義
の
打
肢
』
な

会
長
・
会
員
一
十
万
人
)
は
臨
時
教
一
ど
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
反

事
訓
告
の
「
華
経
遍
の
霊
」
一

δ
(そ
れ
ぞ
れ
六

O

-
骨
、
五

艶
告
か
ち
一
カ
月
半
を
過
さ
た
六
月
一
0
・
七
骨
、一
ニ七
・
五
骨
)
ま
た
は

十
R
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
「
子
一
「
意
味
が
わ
か
ら
な
い
」
(
そ
れ
ぞ

ど
も
の
た
め
の
真
の
教
育
由
革
を
願
一
れ
二
七
・
七
時
、
=
一
δ
・
九骨、一一一

う
ア
ン
ク
ト
」
を
行
な
い
、
そ
の
一
九
・
一
二
骨
)
と
面
需
す
る
者
が
多
く
、

結
渠
を
鴨
川
妥
し
た
c

一
己
れ
を
合
わ
せ
る
と
臨
教
審
m
日
曜
肯

ア
ン
ケ
ー
ト
は
四
十
七
都
適
府
県
一
に
か
な
り
批
判
的
。

の
合
同
・
非
会
員
を
間
わ
ず
行
な
わ
一
ま
た
『
昌
明
朝
教
育
に
何
を
求
め
る

れ
、
短
期
間
の
調
査
で
あ
る
に
も
か
一
か
』
と
い
う
聞
い
に
対
レ
て
は
①
ど

か
わ
円
ず
六
モ
ハ
十
一
岨
の
副
書
が
一
の
ず
に
も
ゆ
き
と
E
い
に
教
育
で
、

号
、
詰
の
書
へ
の
問
、
お
高
子
ど
も
の
雪
喜
望
芸
与

さ

を

示

し

た

。

一

・
九
骨
②
い
じ
め
、
樫
内
製
huを

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
九
項
目
と
一
な
く
す
八
七
・
八
骨
③
四
十
人
宇

そ
れ
に
付
随
す
る
数
項
目
で
、
間
教
一
触
の
早
期
実
現
八
六
・
六
骨
④
教

官
が
つ
く
円
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
-
師
の
指
導
力
を
た
か
め
る
七
九
・
二

て
掴
つ
亡
い
る
人
が
九
一
一
一
・
八
時
、
一
舟
⑤
マ
ン
モ
ス
校
の
解
出
七
七

宮
揖
内
容
に
つ
い
て
一
則
っ
て
い
る
人
一
ニ
骨
⑥
教
師
の
体
罰
を
や
め
亭
ハ

が
じ
八
・
九
日
噌
ど
高
率
。
一
六
・
六
伶
の
順
D

(

園
高
は
由
覆
)

し
か
し
…
教
育
の
『
白
由
化
市
『
側
一
「
車
問
教
育
」
に
多
く
の
母
開
は

て

輔伊豆
R
都
の
区
や
市
で
は
た
い

て
い
児
墾
画
館
や
老
人
会
館
畳
一

も
っ
て
い
る
可
こ
の
ニ
つ
の
施

訟
は
そ
れ
そ
れ
の
冒
的
が
ち
が

う
の
で
、
場
所
や
器
が
別
々
日

に
建

τロ
れ
る
の
が
宇
つ
1
3
h

が
、
昨
年
九
月
中
野
区
の
江
原
i

e

地
区
「
返
宇
し
た
w
区
立
み
ず
…

e

目
指
ゃ
れ
あ
い
の
寮
は
、
児
室
。

会
館
毛
人
会

EPわせ
て

土

ぜ

こ

V
3
R、
内

ノ

由

型

。

こ

覧

凶

目

隠

し
T
U
H
世
代
の
交
流

L
I

E
-
5
5
j
d
m
w
i
H
l
u掘
削
朋

七
灯
時
行

子
喋
ら

η
高
に
安
ら
ぎ

一
一

a
a
l

，也、

=
，

F
I
t
-‘
，
-

1

4

守

ラ

イ

フ

サ

イ

ウ

ル

内
で
は
前
例
の
な
い
'
試
み
だ
ナ

仁
、
音
量
め
て
い
高

L

区

と

地

元

の

実

験

が

軌

道

ク

U
諮

問

哨

の

む

れ

こ
れ
ま
で
も
土
地
が
ほ
い
な
ど
の
挟
い
所
で
両
方
を
晴
足
さ
せ
量
一
号
L
山
県
め
た
ρ

一
い
ま
樫
家
族
の
中
で
、
老
人
量
一
人
関
係
を
め
ぐ
っ
て
l
l
」

平
安
語
な
い
苦
か
ら
両
阻
害
五
が
で
さ
る
す
|
地
完
と
区
が
た
一
職
員
の
寺
霊
さ
ん
は
「
初
め
は
一
ら
し
て
い
る
正
容
な
い
。
老
人
一
需
産
の
も
つ
主
定
型
車
を

設
す
る
と
い
ヨ
」
と
は
あ
っ
た
が
、
一
び
た
び
輔
霊
園
相
た
o
そ
の
結
果
、
一
子
供
は
元
気
に
走
り
回
る
の
で
一
拍
車
京
ぎ
た
な
い
、
需
が
悪
い
と
壁
画
し
、
人
生
ハ
十
年
時
代
の
ラ
イ

そ
の
目
的
主
営
に
つ
い
て
一
塁
く
一
空
望
室
E
円
を
か
け
、
都
石
川
ぷ
ケ
ガ
で
も
し
た
ち
と
か
、
子
亨
出
会
っ
た
老
人
毒
罰
し
た
少
車
工
ノ
サ
イ
ク
ル
の
方
向
づ
草
話
し
あ

別
と
い
『
一
手
i
ス
ば
か
り
だ
っ
た
一
内
初
の
試
事
と
し
て
「
み
ず
の
霊
友
の
方
も
う
る
さ
く
っ
て
叱
色
れ
一
も
い
る
u
い
ま
や
日
本
は
、
他
の
国
々
て
つ
会
《

中
野
町
れ
の
明
合
、
一
小
学
校
に
つ
一
れ
あ
い
の
京
」
が
完
成
、
昨
年
九
周
一
る
の
で
は
と
か
、
い
ろ
い
ろ
U
悶
は
一
に
顛
の
な
い
還
さ
で
高
齢
化
社
会
に
一
発
間
者
望
月
嵩
区
(
大
止
太
学

三
兜
語
、
半
径
百
百
メ
ト
ル
一
七
百
ス
タ
ー
ト
し
た
F

一
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
慣
近
は
重
一
突
入
し
去
正
し
て
い
る
一
ニ
十
年
一
章
二
義
芸
1
3

に
つ
き
一
老
人
掴
が
同
標
と
な
っ
て
一
同
陪
は
八
三
七
平
方
討
の
敵
地
一
た
担
あ
酋
が
聞
己
え
な
い
と
寂
レ
い
一
世
に
は
五
人
に
一
人
が
老
人
と
い
う
一
日
時
十
月
十
一
回
(
仁
)

い
る
が
、
吉
田
を
中
心
と
し
た
庁
青
空
一
時
等
一
惜
壇
て
。
一
と
い
う
お
喜
り
も
い
る
ほ
ど
。
主
社
会
に
な
る
。
そ
ん
な
巾
で
主
人
と
一
男
東
京
産

・
較
文
館

原
地
区
に
議
室
で
る
に
あ
た
っ
玄
人
妻
室
、
重
ク
ラ
ブ
室
、
旦
互
い
が
を
自
問
に
是
か
な
存
在
一
主
主
、
老
人
夫
人
芸
つ
が
自
二
蚕
・
喜
円
円

一

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も
た
せ
、
一
車
ホ
1
ル
な
Y
あ
個
々
の
部
室
の
ほ
一
に
な
っ
て
さ
た
み
た
い
で
す
。
面
で
一
聞
に
ρ
汚
あ
い
、
買
存
し
て
い
く
た
一
主
眼
・
日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ァ一

プ
ラ
ス
刷
世
代
の
交
流
に
員
喜
一
か
、
い
ろ
い
毒
事
に
使
え
る
多
一
金
っ
て
…
伐
を
た
り
、
五
た
ち
の
一
め
に
は
、
い
ま
か
ら
老
人
と
躍
し
、
一
カ
デ
ミ
l

官
ハニ一

・
一
六
亡
・
ニ

い
た
会
計
闘
を
作
っ
て
み
て
は
l
L
」
一
回
的
ホ
ー
ル
ゃ
、
究
開
コ
ー
ナ
ー
、
一
朝
と
お
年
掛
り
が
知
叉
ロ
い
に
な
っ
志
会
ふ
れ
あ
わ
す
こ
と
が
ト
人
切
で
あ
一
円
七
九
一

すね園田ヨ矧

(揮 3種郵恒物認可

鍾白書 o) 

臨教審とその「審議経過の概要」の

周知度 (% ) 

い
つ
も
フ
レ
シ
ユ
、

キ
ュ
ー
ピ
ー
の
時

第 780号

え

僅向答

知.j:;， fJ 

5.5 

は
手
が
か
り
が
多
い
ほ
ど
確
現
に
な

る
。
ど
い
λ

科
学
的
メ
カ
-
一
ズ
ム
を

応
用
し
た
も
の
で
、
揮
し
く
哩
え
ち

れ
る
か
ち
だ
と
い
う
“

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
宵
迄
真
。
運
動

乏
竹
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の
組

織
的
な
も
の
は
つ
く
っ
て
な
い
。
運

動
望
書
に
共
鴨
し
た
票
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
手
伝
い
、
そ
の
閣
#
白
川
1

る
こ
と
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
白
川
さ
ん
だ
。

。
「
お
母
さ
ん
が
ん
ば
れ
運
動
推
進

舎

は

一

T
A
E間
京
都
新
宿
区

四
谷
一
l
一
十
四
宮
C
三
-
L

一以七

.
三一烹)一ニ。

て
色
れ
て
い
る
。
串
ち
ゃ
ん
の
世
フ
、

へ
ソ
、
耳
は
胎
内
に
い
る
蒔
に
動
き

始
め
、
主
形
成
す
る
材
料
を
ど
ん

ど
ん
吸
収
し
て
い
る
。
胎
児
に
は
、

お
腹
の
外
の
音
は
聞
こ
え
な
い
が
、

胎
内
音
ど
母
帽
の
酉
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
ー
ー
と
い
う
こ
と
か
ら
、
白

川
さ
ん
は
胎
教
に
も
自
軍
同
り
、
船

内
音
を
ベ
l
ス
に
し
た
融
『
わ
た
し

の
マ
l
メ
イ
ド
』
宇
倖
り
、
レ
コ
ー

ド
化
す
る
と
と
も
に
、
各
地
で
n
胎

第 780号

i

i

j

J

 

れ
な
い
だ
号
っ
か
。
そ
ん
な
こ
と
き
て
く
れ
ま
し
た
。
『

で
私
は
出
来
品
開
閣
の
お
手
伝
い
そ
の
位
、
総
掛
十
三
名
の
に
ぎ
4

を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
に
ぎ
し
さ
の
中
で
骨
ち
ゃ
ん
は
佐
占

渡
暮
ら
し
園
田
佳
の
タ
A
R
#
E
り
ま
【

し
た
。

4

翌
吉
田
0

4

「
帰
る
の
が
何
だ
か
い
や
だ
な

あ
。
も
う
一
年
い
た
か
っ
た
な
あ
」

「
伸
ち
ゃ
ん
パ
イ
パ
イ
。
ざ
ま

な
ち
、
さ
よ
な
ら
も
ま
た
ね
」

臨
や
か
な
に
#
毛
か
な
声
に
見

送
ら
れ
、
仲
ち
ゃ
ん
は
宇
つ
む
き

も
廿
字
、
坂
を
ト
り
て
い
き
ま
し

'
」
O

「
し
ん
す
り
え
!
が
ん
ば
っ
て

ね
1
」
ひ
き
と
め
た
い
患
い
に
か
ち
れ

て
呼
ぶ
私
の
高
尾
は
演
で
し
た
。

彼
は
一
瞬
止
ま
っ
て
振
り
む
き
、

ふ
り
切
る
レ
女
J
に
駆
け
て
か
け
て

梢
え
て
行
き
ま
し
た
。

ガ
ヤ
ガ
ヤ
見
器
官
声
に
包
苦
れ

な
が
ら
、
私
は
静
寂
の
中
に
ポ
ツ

ン
と
一
人
で
し
た
。
角
に
問
え
た

彼
の
残
膨
を
追
っ
て
立
苔
つ
く
す

私
の
容
は
、
そ
の
瞬
間
年
老
い
た

母
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
l
!
。

畏
く
て
量
<
て
そ
し
て
あ
あ
、

何
と
短
か
い
三
年
問
。
開
口
で
弱

々
し
く
て
、
開
罰
指
揮
に
来
た
の

か
と
い
わ
れ
た
彼
が
、
た
く
ま
し

く
、
大
さ
く
な
り
、
そ
し
て
今
、

一
人
で
新
し
い
慌
に
出
か
け
て
い

き
ま
し
「
包

さ
よ
な
ら
伸
ち
ゃ
ん
。

来
て
る
ん
だ
し
の
う
、
不
自
由
ね

え
よ
う
に
や
ら
ん
と
な
。
ふ
と
ん

も
干
し
た
方
町
手
え
な
」

汗
を
か
き
な
が
ち
司
の
か
の
と

指
図
す
る
余
閉
さ
ん
が
、
私
に
は

「
親
切
の
か
た
ま
坦
」
に
見
え
よ
ふ

す
。
本
気
に
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て

い
草
す
。
世
女
同
日
佐
長
を
気
に
入

っ
て
く
れ
る
辛
つ
、
侵
明
の
人
た

巧
は
大
汗
か
い
て
勘
弁
信
事
わ
っ
て

い
ま
す
。
担
b
の
朝
自
由
な
対
応
は
、

セ
ー
ラ
ー
さ
ん
に
週
じ
な
い
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
3

本
当
に
あ
り
が

た
い
己
と
で
す
。

「
へ
ん
な
も
ん
ろ
(
も
ん
だ
)
。

で
し
ょ
う
か
。
外
国
人
に
ふ
れ
る

こ
と
は
、
差
露
を
マ
ス
タ
ー
す

る
だ
け
で
な
く
、
外
人
に
対
し
て

自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
る
、
明
極

的
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

余
湖
さ
ん
ば
か
り
で
な
く
、
佐
肢

の
・一
人
で
も
多
く
の
人
が
外
国
人

に
ふ
れ
、
友
だ
ち
に
な
っ
て
い
く

ー
そ
の
過
程
で
お
互
い
に
骨
る

も
の
は
、
ど
ん
な
に
六
き
い
か
計

り
知
れ
な
い
l
|
私
は
号
つ
倍
じ

て
い
占
す
。
で
き
る
己
と
な
ら
畑

野
町
だ
け
で
な
く
仙
の
市
町
村
で

も
外
国
人
の
先
生
を
受
入
れ
て
く

⑬ 
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し
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仲
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回
目
。
栗
の

πは
新
し
い
メ
ン

バ
ー
を
む
か
え
て
、
再
び
眠
や
か

に
な
り
ま
し
た
。
ヒ
ゲ
の
邦
雄
さ

ん
(
自
然
学
園
事
務
局
長
)
が
舟

度
曜
の
江
の
家
族
に
な
る
高
橋
亮

(
小
六
)
と
福
田
美
帆
〈
小
五

実
記
一
の
揖
)
を
、
っ
き
そ
い
の
お

母
芦
芯
た
有
長
々
、
国
で
つ
れ
て

、快適な住まL、
のアイデア

』“

女性の作文を募集

隠
れ
た
n
ベ
ス
ト
セ
ラ
H

セ

l

ラ

の

来

島

で

外

人

さ

ん

に

親

近

感
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ニ
月
二
十
二
日
東
畠
以
菜
、
セ

1
7
ー
さ
ん
は
町
民
宅
に
泊
っ
て

い
ま
し
た
が
、
四
月
か
ら
は
町
営

-
同
月
一
日
の
朝
、
ま
だ
重
い
曲
目

『
件
で
-
?
と
つ
と
し
で
い
る
と
、
ガ

.
タ
ガ
タ
音
が
し
ま
す
び
っ
く
り

白
し
で
製
の
翠
を
の
ぞ
く
シ
何
ち
ゃ

・
ん
が
、
マ
キ
を
つ
く
っ
て
い
る

4
1
4
た
百
時
で
す
c

.
「
却
は
寄
っ
、
早
い
な
あ
。
」

一
「
充
分
寝
た
か
ら
、
思
語

.
ち
ゃ
っ

τ主
る
だ
け
マ
キ
を

一
作
っ
て
お
き
空

一

「
あ
り
が
と
吾
O
K助
か
り
よ
」
く
れ
ま
し
た
が
、
お
父
さ
ん
か
む

V

仲
ち
ゃ
ん
は
寝
友
の
恩
回
君
の
哩
括
が
あ
り
、
開
初
や
仕
度
も
あ

F

軍
に
一
一
日
ば
か
り
出
口
に
い
き
、
る
こ
と
だ
か
円
、
す
ぐ
戻
る
よ
弓

F

昨
口
は
日
巾
食
事
も
せ
ず
に
寝
に
い
わ
れ
ま
し
た
。

V

て
い
ま
し
た
り
仲
民
し
の
友
と
忌
「
し
ゃ
あ
な
い
な
あ
」
と
ぶ
つ

』
い
切
り
語
り
明
か
し
た
の
だ
ろ
う
ぶ
つ
い
司
停
ち
ゃ
ん
。
「
お
父
さ

』
か
、
思
い
切
り
遊
ん
で
き
た
の
だ
ん
だ
っ
て
也
つ
く
り
伸
ち
ゃ
ん

ろ
う
か
。
時
折
り
の
ぞ
い
て
、
と
買
物
ぐ
ら
い
し
た
い
ん
じ
ゃ
な

ぐ
っ
す
り
理
込
む
棋
を
見
つ
め
い
の
』
そ
ん
な
も
ん
か
な
あ
」
「
そ

て
、
私
は
そ
う
問
い
か
け
た
も
の
ん
な
も
ん
よ
」
「
ぞ
う
か
な
あ
」

で
す
。

と

い

う

わ

け

で

置

は

五

日

に

帰

る

自
由
の
盟
半
圃
の
入
曹
が
十
一
こ
と
に
な
的
孟
し
た
。

日
頃
だ
か
ら
、
九
自
に
帰
れ
ば
い

い
や
、
介
植
惜
し
い
と
ル
峯
い
っ
て

1 

(車 3橿劃更朝蛇石UI 

早
朝
マ
キ
割
り
納
め

岡町
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(
財
)
住
宅
・
建
築
省
エ
永
ル
ギ
l

機
構
(
寺
圏
三
瞳
理
事
長
)
で
は
、

昭
昭
六
十
一
牢
二
月
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
月
聞
に
む
O
て
、
「
映
適
な
ま
よ

い
の
ア
イ
デ
ィ
ア
」
の
テ
l
?
で
主

性
の
生
文
#
勇
蝿
す
る
。
快
適
な
暮

ら
し
の
た
め
の
住
居
の
聞
喫
エ
ー

ル
ギ
!
の
工
夫
な
ど
、
身
近
か
に
あ

る
ア
イ
テ
ィ
ア
を
発
砲
し
意
織
笠
向

教
セ
ミ
ナ
ー
。
を
開
い
た
。

一
さ
ん
が
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
や
り
一
上
を
図
R
う
と
い
う
も
の
で
、
応
募

セ
ミ
子
l
は
、
川
由
民
の
H
胎
教
、

一

方

だ

。

一

は

女

性

(

年

帥

制

限

な

し

)
に
隈
ち

高
し
い
子
育
て
d
の
お
話
と
『
わ
た
一
「
組
欄
化
す
れ
ば
開
雑
慣
が
か
か
一
れ
て
い
る
。

し
の
マ
l
メ
イ
ド
』
に
あ
わ
せ
た
体
一
り
ま
す
J
T
れ
を
運
動
の
中
か
ら
か
、
一
応
碍
哩
項
は
次
の
直
り
。

輔
の
指
導
を
行
っ
た
。
一
合
間
と
い
う
一
型
で
臨
め
な
り
れ
ば
い
一
嬰
一
欄
四
百
字
詰
の
両
院
稿
用
砥
五
枚

「
セ
ミ
ナ
ー
を
受
付
た
苛
聞
の
方
一
け
ま
せ
ん
。
ぞ
う
す
る
と
、
平
供
の
一
以
内
。

が
出
産
し
た
後
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
一
た
め
の
運
動
が
歪
ん
で
い
か
な
い
か
一
民
名
、
年
附
、
住
所
、
瞳
話
番
号
、

書
事
省
主
方
向
に
向
け
る
一
取
っ
て
み
た
さ
ろ
、
セ
ミ
ナ
ー
を
一
と
い
忠
配
が
あ
売
で
す
」
一
重
を
明
記
。

己
と
な
匂
だ
。
一
受
廿
な
か
っ
た
人
に
地
へ
お
曹
が
軽
一
盟
か
な
亨
供
の
心
を
育
て
る
理
一
宛
先

一T間
関
東
部
磨
区
車
夜
一

臨
ん
だ
人
か
ら
「
自
分
の
育
児
に
一
く
、
五
は
夜
泣
き
、
む
ず
が
り
が
百
に
、
軍
自
慰
霊
み
が
あ
っ
て
一
六
i
一
九
禁
ピ
ル
(
財
)
住

多
く
の
ま
ち
が
い
を
一
発
屈
し
、
早
期
一
品
な
く
、
性
椙
的
に
ほ
か
b
か
で
、
一
は
な
ち
な
い
と
い
う
の
だ
。
白
川
さ
一
宅
・
壇
需
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
棉
柵

発
見
で
き
た
訴
を
国
ん
で
い
ま
す
」
一
他
人
に
対
し
で
思
い
や
円
示
奇
也
と
一
ん
の
運
動
に
共
鳴
し
て
、
各
地
か
ら
一
作
文
一
揖
臨
時

「
大
人
の
都
合
で
量
産
量
勝
一
い
っ
た
乙
と
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
一
支
部
を
作
り
た
い
と
い
う
申
し
入
れ
一
締
切
阻
和
六
十
年
士
肩
上
ハ
自

の
な
お
レ
方
〉
な
ど
が
イ
ラ
ス
ト
を
一
手
さ
を
度
省
さ
宮
白
れ
た
」
「
本
の
一
し
た
」
一
が
あ
り
、
一
一
十
粒
力
所
の
支
部
が
出
一
(
月
〕

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
曹
か
れ
て
い
る
一
通
り
に
実
巴
て
み
た
b
、
主
の
一
掛
固
め
H
九
九
w
蓄
え
ち
在
支
て
い
る
が
、
条
件
号
室
事
歪
・
昭
和
六
十
一
年
二
貝
毒

の
で
、
な
が
め
る
だ
等
主
し
い
o
一
表
情
が
明
る
く
な
っ
た
」
な
ど
の
手
一
い
下
が
い
E
習
と
『
E
Z
Z
な
い
で
や
る
H
E
だ
号
つ
だ
。
雇
票
作
品
一
点
に
は
建
陸
大
臣

買
し
で
流
れ
て
い
る
の
は
H
手
は
一
紙
が
間
々
送
ら
れ
て
高
て
い
る
。
一

9
9の
う
た
と
た
い
そ
っ
』
務
停
っ
一
「
私
の
運
動
は
石
百
年
計
画
。
ぁ
一
菌
、
賞
金
二
十
万
円
が
帽
民
五
る
じ

親
の
一
炉
で
あ
る
と
い
き
と
だ
o
一
川
皇
の
研
究
に
よ
る
と
、
長
一
て
安
否
。
白
川
さ
ん
が
、
九
九
に
一
わ
て
ず
、
じ
っ
く
り
ゃ
っ
て
い
き
三
一
言
語
、
三
重
=
一
点
、
佳
作

よ
い
子
に
育
て
4
2
Z
雪
互
控
、
す
で
に
患
の
中
毒
事
量
議
入
し
た
の
は
記
憶
一
ぃ
。
棋
の
十
語
、
監
著
書
て
は
草
名
。
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る
を
え
な
か
っ
た
己
と
。
一
方
、

一
の
酉
が
揖
す
ぎ
る
の
が
欠
点
で
あ
り
、
一
い
奇
人
が
腕
ん
だ
輔
自
親
し
み
が
わ

お
お
っ
ぴ
ち
に
奪
あ
け
ち
れ
、
軍
一
意
だ
o
払
は
よ
」
の
前
に
「
国
語
一
き
、
或
い
撞
習
調
査
あ
や
盟
名

事
雑
用
の
息
政
さ
に
も
な
っ
た
と
い
一
人
宇
|
日
の
丸
と
カ
ッ
主
ワ
着
」
一
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

う
半
面
;
全
員
体
制
ゐ
中
で
手
一
(
瞳
井
忠
俊
著
岩
波
新
宙
)
と
い
一
本
に
し
た
咽
由
、
贋
話
が
あ
ま
星

だ
く
さ
ん
で
軍
事
が
忙
し
い
'
と
Y

一
つ
一
冊
を
臨
ん
で
い
る
の
で
、
国
防
一
面
に
出
て
く
る
担
必
は
Y
弐
廷
ろ
う

嘗
加
し
な
か
っ
た
人
も
か
な
円
J
あ
り
」
開
入
金
の
成
り
立
相
半
歴
史
、
そ
の
一
か
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制
の
虫

5生
め
よ
一
革
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
わ
か
る
の
で
一
吉
新
聞
の
山
。
尊
C
に
暗
い
た
り
、

ふ
や
せ
よ
M

の
国
簡
者
趨
手
に
と
れ
一
時
h
な
く
と
の
本
を
輯
め
た
が
、
間
一
よ
う
や
く
記
事
を
見
つ
白
て
猷
出
を

は
按
け
穴
が
あ
っ
た
こ
と
。
脚
っ
こ
よ
防
捕
人
舎
に
つ
い
て
同
色
町
民
石
い
一
あ
げ
た
り
、
揖
見
回
し
が
右
か
り
曹

と
だ
貯
を
信
じ
て
酷
評
的
だ
っ
た
人
一
一
人
が
こ
の
間
だ
H
を
醍
ん
だ
咽
合
、
一
か
れ
て
い
る
の
に
戸
迷
っ
た
り
;

々
b
、
A
『
の
向
か
平
和
で
幸
せ
一
極
め
て
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
司
」
と
一
と
い
っ
た
と
レ
ほ
か
り
が
出
て
く
る

と
憩
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ハ

y
p一
だ

。

一

と

、

買

も

去

は

わ

か

る

が

少

々

う

ん

す
る
事
輿
を
引
き
出
し
て
い
る
。
一
も
つ
一
つ
は
、
ア
マ
チ
z
ア
鼻
団
一
ざ
り
す
る
。

女
性
の
学
習
活
動
記
録
と
し
て
員
一
が
早
」
ま
で
一
調
べ
て
-
ワ
¥
苫
労
は
わ
一
(
ミ
ホ
ル
ヴ
ァ
-
開

宙
志
一
冊
だ
が
、
活
動
配
躍
と
し
て
一
か
る
し
、
同
じ
辛
つ
な
男
力
を
し
て

坂
道
に
残
影
追
い
立
尽
す

関

住
宅
に
入
屈
で
す
。
受
入
塑
帽
を

す
す
め
る
役
場
は
大
忙
し
で
、
私

も
身
体
の
だ
る
さ
を
蔵
し
た
ま

ま
、
寝
で
も
い
ら
れ
ず
舵
摘
の
閤

さ
ん
ル
湿
八
へ
ふ
と
ん
を
取
り
に

行
き
苦
レ
に
。
と
ん
ほ
返
り
で
セ

ー
ラ
ー
さ
ん
の
住
宅
を
の
ぞ
く

と
、
車
問
一
一
千
朗
(
よ
ご
ふ
じ
お
)

さ
ん
と
佃
さ
ん
が
、
パ
タ
パ
タ
と

ま
貝
な
Y
吾
セ
ッ
ト
し
で
い
ま
し

た
。「
だ
あ
れ
も
町
ち
ん
と
と
巧
へ

前
は
の
う
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
外

人
な
ん
か
が
手
を
あ
げ
て
も
の

う
、
唱
止
め
ん
か
っ
た
与
あ
。
そ

れ
が
奇
は
の
う
、
ど
こ
ま
で
行
く

さ
売
っ
て
声
か
け
ろ
れ
る
も
ん

な
品
」し
ば
ら
く
し
て
余
湖
さ
ん
は
、

突
い
な
が
ち
こ
う
い
い
事
や
〕
た
0

1

外
国
人
に
対
し
て
の
余
湖
さ
ん
の

変
化
は
、
セ
ー
ラ
ー
さ
ん
と
知
り

合
っ
た
こ
と
で
、
件
関
人
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
が
問
え
た
と
い
う
こ
と

スyキリみせたいから鳳のタテ豊富ER-611J 
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交
通
安
全
皮
切
り
に

h
M
r
t
'
u
z
-
H
U川
ア
「
圃
明
夜
間
ド
司
ノ
甚
地
1

必
1
b
r

ゆ
カ
F
ハ
ア
調
和
云
』
間
関
H
開

ι館
町
制
広
三
色

一
こ
れ
ら
も
聞
阿
古
に
よ
る
ボ
ラ
ン

一

下
育
て
を
曜
し
く
や
号
っ
、
平
供
h

産
る
よ
り
、
ほ
め
な
が
6
育
て
よ
う
と
い
う
連
酌
を
陸
一
一
テ
ィ
ア
活
動
で
、
喧
伝
田
手
俳
優
の

一

進
し
て
い
る
「
起
さ
ん
が
ん
ば
れ
量
産
会
」
(
白
川
書
道
語
、
今
年
で
よ
吾
妻
、
寺
島
純
子
、
山
本
高
士
一

を

迎

え

た

。

一

千

さ

ん

な

ど

が

引

き

受

け

て

く

れ

一

牛
書
の
進
み
だ
が
、
必
哩
と
し
て
い
る
人
が
い
る
、
事
ん
で
く
れ
る
人
が
い
る
、
そ
の
昭
一
た
u
一

い
が
運
動
量
え
と
な
っ
た
、
と
い
う
同
さ
ん
を
た
ず
ね
て
み
た
。

一

口

宮

口

へ

、

口

コ

ミ

で

拡

ま

り

、

一

一
一
巳
平
均
円
!
五
人
の
利
用
者
が
あ
一

芸
能
ブ
ロ
ダ
ク
シ
河
ン
の
社
亜
が
一
了
供
た
ち
の
交
通
安
土
に
問
7
6
章
一
み
は
こ
こ
ち
来
て
い
る
の
だ
、
ま
ず
一
る
。
圃
疋
は
地
方
か
円
ず
の
利
用
古
が
一

白
川
さ
ん
の
生
噛
。
仕
事
嗣
、
子
供
一
認
の
強
化
に
つ
と
め
ち
一
母
親
に
、
官
惜
し
い
了
育
て
を
し
て
も

一多
く
な
っ
て
来
た
活
設
の
内
告
は
、
一

に
接
触
す
る
雲
か
多
か
っ
た
。
当
一
そ
ん
な
あ
る
日
、
「
う
ち
の
母
親
一
ら
わ
ね
ば
、
と
思
い
ま
し
た
」
一
や
は
り
ぷ
H
の
問
題
が
半
世
以
よ
一

時
(
昭
和
凶
十
五
き
、
千
供
の
交

一の
ヒ
ス
テ
リ
ー
は
哩
い
ゾ
1
」
「
オ
一
交
通
安
全
間
以
前
の
問
題
、
母
親
の
一
を
占
め
る
と
い
う
。
一

霊
祭
事
;
な
ん
と
か
し
な
一
レ
ん
ち
も
だ
。
閣
に
幸
喜
ぁ
、
王
手
話
す
る
H
少
の
問
題
を
一
「
宮
大
震
で
章
、
主
が
一

同

』

ヒ

ミ

A

R

に
3
r了
、
伝

κ司
u

く
て
は

μ

と
い
う
思
い
に
か
ら
れ
一
何
と
か
な
ち
ね
え
か
な
あ
よ
と
い
一
騨
視
し
な
り
れ
ば
、
下
供
が
客
室
に
、
一
病
買
に
な
っ
て
も
、
長
人
平
下
育
て
一

匹
」

一
EE

一
ノ
〆
b

↓1
4
3
r
F
t

て
、
白
川
辛
ん
は
仲
間
や
町
人
民
一
ぅ
、
長
同
士
の
意
書
に
し
た
一
健
闘
で
の
び
や
か
に
宵

2
」
と
は
一
の
霊
者
が
い
て
教
え
て
も

3」一

そ

の

H

実
体
H

を

掘

り

起

す

び
か
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
州
照
明
「
克
一
臼
川
さ
ん
は
、
改
め
て
世
聞
を
見
凶
一
で
き
な
い
と
回
り
、
昭
和
五
十
一
年
一
と
が
で
き
た
が
、
A
『
は
植
草
震
に
な
一

通
安
全
体
掃
普
及
審
員
会
」
を
暫
定
一
し
て
み
た
。
一
利
ハ
月
に
「
お
母
さ
ん
が
ん
ば
れ
運
動
一
り
、
都
合
醤
ち
し
だ
と
抽
人
と
の
つ
一
い
ま
、
人
阪
の
捕
人
た
ち
の
商
動
一
習
の
県
大
成
と
し
て
唖
議
開
い
も
の

さ

せ

た

。

一

「

新

聞

を

見

室

、

智

正

竺

重

Z

」
を
章
。
同
時
に
、
日
ぶ
一
き
あ
い
も
な
い
の
で
、
一
人
で
く
よ
一
の
拠
点
と
怠
っ
て
い
号
大
阪
府
高
一
が
あ
る
。

子
供
た
ち
に
、
融
長
作
で
章
一
し
の
起
草
号
、
受
通
事
故
の
頁
霊
露
骨
草
研
究
所
所
長
・
一
く
よ
悩
ん
で
い
る
ん
子
。
五
の
一
人
会
館
は
、
H
(
昭
和
士
一
年
)
、
一
ま
ず
、
当
時
の
新
聞
か
ら
、
明

ル
1
ル
義
え
て
い
こ
う
と
い
う
運
一
死
事
よ
り
、
三
し
た
事
で
の
子

一川
合
月
間
氏
暴
力
し
て
、
子
台
て
悼
の
問
題
で
も
、
っ
き
つ
め
る
と
母
一
世
た
ち
の
募
金
で
出
来
た
国
臨
人
一
時
記
事
を
拾
い
出
す
作
襲
に
陪
ま

号
、
曲
集
ラ
ン
一
方
ア
男
者
一
供
の
死
亡
事
の
芹
が
高
い
事
を
聞
の
重
喜
三
さ
ん
一
一
言
」
一
君
、

ωの
問
題
に
行
さ
っ
き
が
多
一
高

Z
T。国
防
闇
人
吉
一

q
草
ら
に
芸
の
ア
ン
ケ
ー
ト
輔

の
星
野
首
郎
さ
ん
が
望
両
者
鈷
一
り
、
空
空
し
ま
し
た
」
(
月
i
語
、
午
前
1
時
i
Z
回
一
い
で
五
」
一
い
え
ば
、
大
阪
の
地
で
持
管
、
九
一
重
罪
り
、
特
定
書
撃
で
な

本
邦
彦
さ
ん
が
作
曲
、
障
の
還
雄
一
昭
和
平
年
の
こ
と
だ
ο
当

局

一

時

)

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

た

。

百

万

人

妻

雪

史

-

上

園

大

の

義

一

く

一

般

の

国

防

企

画

に

記

き

と

を

昨
日
町
内
問
て
「
喜
一
訪
れ
誌
は
MhM
一
出
版
し
セ
ミ
ナ
ー
聞
き

一
説
話
計
十
れ
ド
一
試
み
た
一
注
目
会
ち
聞

こ
の
陣
揮
を
持
っ
て
、
高
島
一
役
げ
つ
り
噛
す
」
「
わ
が
了
の
胞
に
一

会

費

と

ら

ず

五

百

年

十

画

で

一
コ
た
と
い
う
の
に
、

言

品

開

人

一
戦

争

を

生

き

た

一

高
、
韓
国
、
小
学
院
を
訪
れ
、
冨
ノ
コ
育
児
に
悩
む
母
」
「
串
一

==ロ

一
毒
菌
防
婦
人
会
室
開
だ
っ

f

一
時

ゴ

け

と

一J
EJ，，

一

-z-一
キ
ピ
苦
に
開
空
中
な
ど
一
ぎ
し
た
員
票
、
よ
喜
一
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
だ
。
一
己
と
を
間
交
も
少
な
い
|
。
会

一
女

た

ち

一

の
H
出
し
か
間
々
に
現
わ
れ
、
歪
ん
一
て
る
こ
と
が
高
し
く
な
る
か
、
出
話
一
「
-
胃
に
恒
い
て
い
る
わ
け
で
も
一胆
の
陸
盟
を
た
事
た
ま
聞
い
た
こ
と
一
E
E
-
-2
8
・
w
i
主文

一

一

一

一

鉦
吉
田国
防
捕

A
金

一

九

右
手
商
君
事
映
し
出
さ
れ
て
一
の
椙
肢
を
ベ
i
ス
に
、
哀
し
い
え
な
い
し
、
特
別
な
盲
伝
を
し
て
い
る
一主
、
古
布
閉
し
て
い
る
学
習
一

!
1
リ

リ

~
一ド

一

時

い

る

一

円

宵

王

寺

山

昭

注

意

川

合

一

わ

け

で

も

あ

2

せ

ん

か

白

コ

ミ

7
ル
1
7
2
で
、
国
賠
入
金
と

一

糊

合

美

規

子

著

一

白

「
主
は
、
苦
手
れ
た
時
は
補
色
一
月
産
〈
川
合
言
、
東
工
大
工
科
一
で
し
ょ
う
ね
。
ま
「
薪
昔
、
豊
一
は
伺
だ
っ
た
の
か
、
証
書
量
品
「
I
l
l
i
-
-
L

t
で
す
。
そ
れ
を
団
り
の
宵
が
だ
ん
だ
一
身
本
業
陸
、
京
大
予
告
宇
を
学
び
、
一
市
世
所
、
熊
本
の
五
和
町
、
師
鞭
町
、
一
こ
し
で
調
べ
よ
う
と
い
う
一
作
業
が
は
一
さ
町
り
作
業
を
存
い
、
園
理
母
証
冒

…

ん
と
色
づ
け
を
し
て
い
く
も
の
ほ
の
一
塁
と
科
学
の
両
面
か
ら
曲
創
的
一
盟
村
役
喝
な
ど
の
よ
う
只
喜
一
じ
ま
っ
た
。
己
主
は
、
塁
走
一
面
く
こ
と
が
で
き
た
υ

応

で
す
o
H
ま
き
な
事
力
が
雲
7
J
U
育
w
の
研
究
実
践
を
す
す
め
て
一
案
書
が
主
的
て
買
っ
て
お
一
宮
、
し
ろ
E
一
の
グ
ル
ー
プ
の
宇
一
こ
の
記
録
蓄
の
特
捜
苦

情
の
は
両
朝
、
特
に
母
朝
の
力
は
大
さ
一
い
る
)

G

一
母
さ
ん
た
ち
に
配
っ
た
り
、
桔

婚

呪

軍

国

の

母

に

な

ら

な

い

ρ

廿
璃
を
し

明

い
£
め
母
相
が
、
あ
る
興
会
で
予
一
『
棄
し
い
心
の
宵
で

E
は、

A
一

い

に

あ

げ

る

方

も

多

い

よ

う

で

す

っ

か

り

守

的

な

が

ち

、

同

性

と

し

て

剛

育
て
は
嶺
し
い
か
と
い
う
質
問
に
、
一

5
型

一

古

川

京

事

で

、

「

己

一

ね

」

母

た

ち

の

世

代

国釜~

戦争を生きた女たち
~1f'話帳紡舟A会

同1U::Bも子

時 .H，糾

-3
ょ
っ
と
滅
り
仁
い

[
t主

8

・

↓

レ

戸

E
t

o

t

-
，7
γ
・
ゲ

h
J川
一
ユ
ま
ず
せ
よ
う

に
や
さ
U
い
晩
~
毒

f
t

(月B窪田〉

:
)
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
千
晶

い
た
も
の
。

山
崎
先
生
否
、
ア
ン
『
一
1
・
フ
ラ
ン

ク
の
本
を
読
む
こ
と
#
荏
に
す
え
た

平
和
敦
賀
そ
ん
な
中
で
小
学
校
の

七
夕
判
明
の
短
冊
の
中
に
あ
っ
た
「
せ

ん
号
つ
が
お
己
り
ま
世
ん
ま
ノ
に
」
。

枚

の

短

冊

か

ら

・

・

・

海

一を

渡

る

静

か

な

平

和

運

動

J
ぞ
J
4
L
4
f
嘗

へあ
4h
f
I

レ
、

f
k王
E
F
5
7

5

9
4
Z一
印

、

J

r

u

と司」

さ
れ
し

Jr

5
2
J
h
t
 

1985年 9月 30B

TOSHIBA 

七
夕
の
願
い

三
千
三
百
一
枝
の
平
和
の
短
冊

武
田

英
子
著

品

g
'

崎
署
先
生
〈
車
京

・
一
ニ
圏
市
)
弁
晃
一
己
の
校
か
ら
痘
間
運
動
が
胎
占
っ

生
を
支
援
す
る
P
T
Aの
お
母
亨
ん
一
て
斤
っ
た
い
き
さ
つ
。
白
本
に
お
け

た

ち

だ

っ

ヰ

|

。

一

る

「

ア

ン

ネ

フ

ラ

ン

ク

」

の

霊

平
和
の
需
は
、
金
問
か
ら
=
↓
干
一
者
た
E
Z
グ
お

F

=
百
枚
揖
ま
り
、
母
と
子
の
願
い
を
一
そ
し
て
H
短
冊
分
全
国
本
か
色
、

こ
め
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
翠
ば
れ
一
つ
い
に
ニ
ュ
ヨ
ク
へ
。
そ
の
櫨

る
の
だ
が

J
Lの
一
冊
は
等
Z
一
の
ア
メ
リ
ブ
J
の
子
ど
も
か
喜
重

の
短
冊
が
生
手
れ
た
か
、
そ
し
て
こ
一
片
匡
が
り
は
つ
づ
く
。
地
聴
で

れ
を
通
し
で
の
平
和
の
思
い
の
ひ
ろ
一
静
か
だ
が
、
心
に
し
み
る
一
冊
で
あ

が
り
(
国
内
だ
け
で
ほ
く
世
界
に
も
一
る
(
ド
メ
ス
出
版
千
=
4
百
円
)

一
九
八
二
年
五
月
4
一
十
一
一
一
日
、
国

連
軍
縮
特
別
総
書
宇
都
に
レ
て
「
明

年
平
和
の
た
め
の
塑
京
符
動
」
か
行

わ
れ
た
目
、
上
野
公
園
で
私
は
、
七

夕
飾
り
#
且
時
的
J
て
書
い
て
い
る
グ
ル

ー
プ
に
あ
っ
た
。
何
万
と
い
う
県
回

の
中
だ
っ
た
が
、
H
七
夕
帥
円
N

は

非
常
に
目
立
っ
た
。
短
冊
に
は
平
相

の
願
い
が
幼
い
平
ど
も
の
手
で
画
か

れ
で
あ
っ
た
。
と
の
草
の
キ
天
公
、
山

， 

調‘

(3) 



(4 ) 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

〈月曜日〉
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王
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5
・Z
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Z
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-
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z
-Z
E---z
・2
2
・2
Z
E--gaz-
-e
as--g
王
E
Z
E
2
・2
z
s
E
z
f
・s
・-a・2
4

ュ
ト
ル
テ
な
ど
で
知
ち
は
、
パ
タ
l
、

砂

糖

、

小

麦

粉

、

に

よ

っ

て

、

三

種

類

の

作

り

方

に

せ

る

o

m

宣
言
、
ス
パ
イ
ス
震
っ
た
お
菓
子
づ
く
り
に
挑
…
れ
る
ス
イ
ス
は
、
い
ろ
い
ろ
な
園
祭
素
材
で
、
仕
上
が
り
は
、
乾
粉
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
大
別
さ
れ
ま
す
。
「
型
抜
き
ク
ッ
山
川
に
、
パ
プ
リ
ヵ
、
粉
チ
l

…

の
影
響
を
受
り
て
い
ま
す
が
、
独
燥
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
、
ナ
y

ク
ッ
キ
ー
が
、
今
日
の
よ
う
な
キ
l
l『
ア
イ
ス
ボ
ン
ク
ス
ク
ッ
キ
ズ
を
加
え
よ
く
混
ぜ
る
。

戦
で
す
。
一
般
の
料
理
だ
け
で
な
く
、
お
菓
子
こ
も
、
ス
一

-

』
一
特
の
個
性
も
出
て
い
ま
す
。
世
界
ツ
や
砂
糖
づ
け
の
フ
ル
ー
ツ
を
加
作
り
方
に
な
っ
た
の
は
、
十
七
世

l
」
「
絞
り
出
し
ク
ッ
キ
ー
」
で
川
薄
カ
粉
を
山
に
さ
つ
く
り
と

川

パ
イ
ス
は
意
外
な
役
目
そ
果
た
し
ま
す
。

…
的
に
優
秀
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
メ
1

え
る
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
紀
頃
に
な
っ
て
か
ら
。
ぞ
れ
ま
で
す
。
と
の
他
に
、
ス
プ
ー
ン
や
フ
混
ぜ
合
わ
せ
、
ま
と
め
る
。

'

料
理
指
導
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
ラ
イ
オ
ン
家
庭
科
一
ヵ
ー
が
集
ま
っ
て
い
き
と
も
原
も
の
が
で
き
ま
す
。
は
、
は
ち
み
つ
と
小
麦
粉
で
作
つ
ォ

1
ク
を
使
っ
て
作
る
も
の
も
あ
川
ラ
ッ
プ
を
長
め
に
用
意
し
、

…

学
研
究
所
の
マ
コ
l
ミ
ッ
ク
・
ス
パ
イ
ス
教
室
講
師
の
金

・

因

で

し

ょ

う

。

ク

ッ

キ

ー

に

似

た

お

菓

子

に

、

て

い

ま

し

た

。

り

ま

す

。

川

の

生

地

を

の

せ

、

ラ

ッ

プ

を

二

川

子
峰
子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
で
き
上
が
っ
た
…
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
パ
ラ
エ
テ
巳
ス
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
乙
ク
ッ
キ
ー
に
は
、
生
地
の
性
質
つ
折
り
に
し
て
そ
の
上
5
6綿

川

…

…

お

菓

子

の

、

熱

量

も

出

し

て

み

ま

し

た

。
皆
様
の
健
康
管
…
ィ
に
富
ん
だ
も
の
1

愛
ら
し
い
メ

・

聞

V

TaM
滋
網
膜
鱒
悩
関
1

i
J
棒
で
の
は
し
、

7
1
8ミ
リ
の
厚
さ

…

レ
ン
ゲ
菓
子
が
あ
る
と
思
え
ば
、

目

圃

‘

，

二

~

乱

暴

対

圃

E
E・園
駅

¥
ー

同
に
す
る
。

理
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
o
H
編
集
部
H

…

・

・

・

闇

y

fL3
E
圃

隣

国

圃
対

四

風
格
の
あ
る
ザ
ッ
ハ
ト
ル
テ
、
家

・

F
-ー

ム

冨

ん

加

、

コ

:

;

・

・

・

関

川
冷
蔵
庫
で
一
時
間
程
ね
か
せ

川

庭
的
な
ア
ッ
プ
ル
シ
ュ
ト
ウ
ル
ー

ヨ

ヨ

F
険
/、

i-二
二

圃

・

・

・

関

!

閉
る
。

デ
ル
、
パ
ラ
チ
ン
ケ
ン
、
ク
ネ
l

一

バ

M
i
関

下

十
一
一
行
一

聞

・

・

・

圃

溝

、

縄

問

l
・

5
7
2ス
テ
ッ
ム

…

今
や
、
お
菓
子
と
い
え
ば
話
ロ
ッ
パ
全
土
で
い
と
し
ま
れ
て
い
フ
ラ
ン
ス
葉
子
は
、
主
朝
文
化
の
デ
ル
(
ゆ
で
た
団
子
)
e
t
G

o

y

a
月

ωa，
量
量
週
醤

F

rィ
J;邑
圃
・
・
・
圃
圃
軍
F

状
に
切
る
。

"

川
菓

子

を

思

い

浮

か

べ

る

ほ

ど

、

ま

し

た

。

中

で

、

料

理

主

に

育

て

ら

れ

、

各

国

各

雪

量

子

で

す

が

、

当

ip-
-j
'
一

週

盟

国

園

司

J
S
E
川
雪
量
っ
た
天
板
に
、

-

p
u
l
iて
、
食
そ
れ
で
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
国
主
に

、

デ

ザ

ー

ト

と

し

て

霊

し

共

通

し

て

い

る

の

は

、

牛

乳

主

‘

一
へ

一

d
J

A
脳
唾
71
少
し
間
警
お
い
て
並
べ
、
よ

川
べ

歩

き

季

る

人

も

少

な

く

あ

り

の

差

っ

た

お

撃

の

特

徴

を

見

た

の

が

特

徴

で

す

。

ク

リ

ー

ム

、

砂

糖

事

く

使

っ

て

‘

吋

ゐ

国

て

益

事

a
J、一
九
o度
の
オ

12日分
焼
く
。

川
• 

叩
ま

せ

ん

。

て

み

ま

し

ょ

う

。

フ

ル

ー

ツ

ケ

ー

さ

ど

、

じ

づ

い

る

甲

主

で

す

。

:

削

プ

九

w
i
闘

t
f【総
量
ワ

3
Z
j
M

川

洋

菓

子

は

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

ミ

ス

パ

イ

ス

が

重

し

何

一

、

島

'

九

九

一

議

選

R
N
a
e
-
o勾当
た
り

4
8
7
4
2

川

…時
計
十
諮
問
担

イ
タ
リ
ア
が
か
一語
。
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川
ち完れて喜きまきした弓。

l

た
苦
り
。

警

司

j
悶
Y
盛
墨
穂
、

一

。
γ一iω¥山ff

へ

姐削

削
盛

.

官
眠
恥
ん
。
ビ
夕
ミ
ン
A
.
C
q、
カ
号
リ
ウ
ニ川

川:

ヨ

:l
↓
ロ
:
ツλパ
で

z初め
ぞ

て

お

薬

柴

今

そ

れ

ぞ

れ

の

お

国

ぶ

り

甘

Rい芳言香裏感

z
毒
き
め
る

Eに民は、

E
F
で
i
!
十

F

」
ず
:タJJ..
.

 

V翁

翰

岨

.

潤
潤
羽
ト
;除
ム
が

z多く含
ま
主
れ
て
い
ま
す
。

川

昨

日

間

れ

白

川

村

け

い

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
留
で
も
、
数
多
く
り
高
閣
を
か
け
長
き
込
ん

ηけ
れ

い

い

に

じ

ド

・

聞

に

uU明
機

附

パ

一

一

チ

バ

げ

は

持

政

一

一

川
リ

lムや
チ

lズケ
lキが
、
フ
く
の
お
菓
子
を
作
っ
て
い
る
フ
ラ
だ
お
葉
子
で
有
名
な
の
は
、
イ
ギ
臭
さ
を
と
る
に
は
、
ナ
ツ
メ
グ
や
「

Illi---J

ト
仁
由
也
こ

t
イ
ノ

E
Yお
リ

-E
チ
ン
は
、
マ
ー
ガ
リ
ン
ゃ
、
加
工

町

山
ラ
ン
ス
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ン
ス
。
パ
パ
、
サ
パ
ラ
ン
、
ブ
ッ
ソ
ス
。
プ
ラ
ム
ケ
1
キ
、
ダ
ン
デ
ィ
ク
ロ
l
ブ
、
シ
ナ
モ
ン
、
ォ
l
ル

一

一

周

」
均

l
ノ

ご

ー

ゴ

元

明

、

食
昂
の
天
然
着
色
料
と
し
て
使
わ

川

…説
経
J
M
U

い
れ
い
け
し
幻
は
り
に
2
1
U
U
K
M
M

い1uq村
山
れ
れ
れ
l

一
ど

一

赤

く仕上
げるのがコ
ツ
史
民
話
一

川
た
。
中
で
も
、
『
マ
グ
リ
ッ
ト
』
(
マ
・
デ

・
ロ
ア
、
ポ
ワ
ソ
ン
ダ
ブ
リ
内
容
の
リ
シ
チ
さ
が
特
色
で
す
。
ル
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
に
加
え
る
と
と
一

プ

ツ

一

容

也

(]
-
5
問ン×
7
今
計
量
ス
プ
ー
ン
き
ゃ
く
し
タ
ー
を
使
っ
た
料
理
の
色
付
け

川

町

lガレ
ッ
ト
ケ

lキ)
は
、
ョ

lル
、
ク
グ
ロ
フ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
菓
子
で
は
、
パ

1
ム
ク
も
あ
り
ま
す
。
ス
パ
イ
ス
を
使
っ
一

パ

ク

一

ス

テ

ィ

ッ

ク

状

認

さ

ゴ

ム

ベ

ラ

ラ

ッ

プ

に

、

パ

プ

リ

カ

は

有

効

で

す

。

川

1
へ
ン
や
シ
ュ
パ
ル
ツ
パ
ル
ダ
た
チ
ョ

ッ
と
し
た
コ
ツ
が
、
お
葉
一

a

一

濁

力

粉

・

:
2
5
0
Mラ
パ
タ
l

【
下
準
備
】

料
理
だ
け
で
な
く
、
お
菓
子
作

"

剛

一

一hF

'

l
、
ト
ル
テ
な
ど
。
他
に
、
ス
ポ
子
の
風
味
を
変
え
る
:
:
:

a---a-------a---a，
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(資
料
提
供

カ
ネ
ボ
ウ
化
駐
品
)

¥ 

組予約がで滋坑世界初。

ハ

SHARP 

国

(カ、
一
系
ボ
ウ
美
容
研
究
所
考
案
)は、

毎
日
、
手
軽
に
で
さ
る
こ
と
が
、
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
加
え
て
、
若

い
女
性
の
聞
で
、
人
気
の
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
(
有
酸
素
運
動
)
要
素
を
基
宏

な
く
と
も
、
週
二
回
、
続
け
て
行
い

た
い
も
の
で
す
。

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
始
め
る
前
に
、

ま
ず
、
自
分
の
身
体
の
状
態
を
チ
ヱ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

~ 

身
体
の
調
子
を
盤
え
る
に
は
、
絶

好
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
夏

パ
テ
を
そ
の
ま
ま
持
ち
こ
し
、
身
体

の
リ
ズ
ム
が
し
っ
く
り
こ
な
い
入
、

肥
満
が
気
に
な
り
出
し
た
人
な
ど
、

体
育
の
目
を
前
に
、
家
庭
で
も
で
き

る
、
健
康
体
換
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
、
体
育
の
目
が
近
づ
く
と
、

何
か
漂
動
を
と
思
わ
れ
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
。
運
動
の
効
果
は
、
激
し

い
も
の
を
単
発
に
す
る
よ
り
、
ラ
ジ

オ
体
操
の
ょ
っ
に
、
穏
や
か
な
も
の

を
継
続
す
る
と
乙
ろ
に
表
わ
れ
ま

す
。「
オ
リ
ジ
ナ
ル

揖
田
段
か
ら
脈
拍
や
血
圧
な
ど
を
調
べ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
口

の
体
調
に
合
わ
せ
て
、
無
理
の
な
い

運
動
を
し
て
下
さ
い
。

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
」

は
、
大
き
く
呼
吸
し
て
、
体
内
に
新

鮮
な
酸
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
(
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
ま

r
d有
酸
素
運
動
)

に
よ
り
、
心
肺
機
能
を
高
め
、
身
体

Q

知
人
の
絵
画
の
個
展
の
沼
も
気
軽
に
個
展
や
発
表
会
を
催
す
た
ら
、
間
中
見
舞
い
的
に
、
個
展
を
観
て
、
後
は
廊
下
で
ウ
ロ
ウ
ロ
…

…
待
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
観
に
よ
う
に
な
り
、
大
変
ょ
い
と
と
だ
の
場
合
は
会
場
で
つ
ま
め
る
薗
罰
し
た
り
、
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
し
ま
山

…
行
乙
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
手
と
思
い
ま
す
。
子
、
紅
茶
、
終
了
後
、
打
ち
上
げ
う
人
が
い
ま
す
が
、
や
は
り
愚
初
…

…
ぶ
ら
で
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

と
う
し
た
個
展
や
発
表
会
を
行
に
使
え
る
酒
な
ど
が
菖
乙
ば
れ
る
か
ら
憲
後
ま
で
き
ち
ん
と
観
て
あ
…

…
ま
た
、
舞
踊
や
音
楽
の
発
表
会
の
う
主
催
者
の
気
持
は
、
ま
ず
沢
山
で
し
ょ
う
。
げ
る
の
が
礼
儀
で
す
。
そ
し
て
、

…
場
合
も
教
え
て
下
さ
い
。
の
人
に
観
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
発
表
会
の
場
合
は
、
花
束
を
待
作
品
や
演
じ
た
も
の
を
決
し
て
け
…

A

最
近
は
、
専
門
家
だ
け
で
乙
と
で
す
。
何
か
を
持
っ
て
い
く
つ
て
世
間
屋
を
た
ず
ね
、
緊
張
感
を
な
さ
な
い
こ
と
、
批
評
し
な
い
こ
…

…
な
く
、
趣
味
で
や
ら
れ
て
い
る
人
よ
り
、
催
し
も
の
の
滋
味
に
あ
う
ほ
ぐ
す
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
る
と
と
が
大
切
で
す
。
ぞ
れ
ま
で
相
当
…

i

-

-

-

t

鍔
力
し
た
は
ず
で
す
か
ら
、
そ
の

'

J

一

I
?な
、

門

出

可

ま

子

紙

鋳
力
を
ほ
め
て
あ
げ
る
こ
と
で
…

ド
ト
~:
@-v

f
l
J
L
H
i
-
-
す
。

…

融

~J…
曜

別

個

展

な

ど

に

招

待

さ

れ

た

ら

ど
う
し
て
も
行
け
な
い
場
合

…

凶
措
司
J
f

ハU
λ

は
、
そ
の
理
由
を
か
き
、
励
ま
し

薗

圏

烹

1
日
川
知
人
に
蓄
を
か
け
て
あ
げ
、
会
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ

の

時

、

控

室

繋

Eし
よ
う
。
祝
福
…

届圏
gmm
.-
ン
場
に
足
を
運
ぶ
と
と
が
第
一
で
出
演
す
る
方
も
い
る
こ
と
で
す
か
を
あ
げ
る
の
も
喜
ば
わ
ま
す
。

・
回
国
睡
眠
‘
に
.

・-

八一日
h

す

。

ち

長

屈

は

禁

物

で

す

。

な

お

、

こ

う

し

た

催

し

に

は

、

加
国
国
¥
J

4
ノ

リ
プ
・
ぞ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
の
人
ま
た
、
目
下
の
人
な
ら
「
ご
祝
幼
児
は
連
れ
て
い
か
な
い
方
が
い
…

曙
圃
図
画

;

7
h
J一
間
関
係
も
豊
か
に
な
っ
て
来
ま
儀
」
が
圏
西
ば
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
と
思
い
ま
す
0

・

調

印

て

幻

す

。

発

表

委

ど

で

よ

く

見

か

け

る

(

答
老
人
H
く
ら
し
の
友
社

…

特
に
親
し
く
レ
て
い
る
方
で
し
風
慣
で
す
が
、
知
人
の
出
費
住

畏
・
伴
和
夫
氏
)
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体
調
に
合
わ
せ
ム
リ
な
く

ヒザの屈伸は、両ヒジを軽く曲げて

家
庭
で
こ
ん
な
健
康
体
操
を

も

と
し
て
い
る
た
め
、
身
体
の
血
液
の

流
れ
を
よ
く
す
る
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ

ブ
ル
な
ス
ポ
ー
ツ
と
も
言
-
え
ま
す
。

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
、
少

(第 3種郵便物館可i第 780号

海
鳴
り
の
は
る
け
き
芭
折
り
に
け
り

木

下

タ
爾

野
の
ひ
か
り
尾
花
と
共
に
持
ち
帰
る

秋
庭

貞

子

(
写
真
は
箱
根
仙
石
原
で
)

1

・Em
〈
〉
マ
イ
コ
ン
式
窓
子
ジ
ャ

l
炊
飯

器
k
s
m
D
O
S三
万
円
、

k
s日

D
O
S
一
二
万
一
千
円
、

K
S凶
D
o

t

S
三
万
二
千
円
の
三
機
種
。
九
月
十

眠
日
発
売
。

炊ヤリン子電

全

自

動

洗

濯

機

愚
近
の
女
性
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
か
ち
、
家
事
に
か
け
る
時
間
は

減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
が
、
働
く

在
。
メ
ニ
ュ
ー
や
炊
飯
容
E
に
応
じ
女
性
に
と
っ
て
い
か
に
合
理
的
に
家

て
、
微
妙
な
火
加
減
を
コ
ン
ト
ロ
l

事
を
こ
な
す
か
は
頭
を
痛
め
る
間

ル
で
き
る
と
い
う
も
の
。
題
。

ま
た
〈
炊
き
あ
が
り
時
刻
セ
ッ
ト
忙
し
い
朝
に
洗
組
物
を
干
し
て
出

タ
イ
マ
ー
〉
を
採
用
、
食
べ
た
い
時
動
ー
と
い
う
こ
と
も
ま
茎
あ
る
が
、
一

刻
が
そ
の
ま
ま
セ
ッ
ト
で
き
る
の
が
シ
ャ
ー
プ
か
ち
〈
仕
上
が
り
予
約
お
一

ミ
ソ
。
こ
れ
ま
で
の
面
倒
な
逆
算
が
は
よ
う
タ
イ
マ
ー
〉
が
つ
い
た
会
自

不
要
に
な
っ
た
。
動
洗
趨
機
が
発
売
さ
一
色
、

表
示
は
見
や
す
く
、
一
カ
所
に
築
こ
の
洗
溜
機
は
、
仕
上
が
り
時
刻

中
し
て
い
る
の
で
、
予
約
時
刻
、
炊
き
を
予
約
す
る
と
マ
イ
コ
ン
が
ス
タ
ー

あ
が
り
ま
で
の
残
り
時
間
、
保
温
の
ト
時
刻
を
読
み
と
り
洗
掴
を
開
始
す

経
過
時
間
等
が
一
目
瞭
然
。
乙
の
ほ
る
と
同
時
に
、
グ
洗
剤
ジ
ャ
ス
ト
イ

か
「
ほ
ぐ
す
」
「
具
を
入
れ
る
」
な
ン
機

mH
が
働
き
、
洗
剤
が
自
動
的

ど
親
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
お
知
ら
せ
サ
に
投
入
さ
れ
、
あ
と
は
洗
い
か
ら
脱

イ
ン
が
つ
い
て
い
る
。
水
ま
で
手
い
ち
ず
、
ス
ム
ー
ズ
に
洗

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
も
二
十
四
組
が
完
了
す
る
。

時
間
以
内
は
時
刻
の
カ
ウ
ン
ト
や
メ
夜
の
炭
田
聞
は
、
周
り
の
人
へ
の
気
↑

モ
リ
l
の
内
容
は
消
え
な
い
の
で
、
づ
か
い
や
、
夜
洗
っ
た
ま
ま
で
朝
取

停
電
の
と
き
も
安
心
で
き
る
。
り
出
す
と
シ
ワ
が
多
い
な
ど
の
悩
み

が
あ
っ
た
が
、
洗
沼
開
始
時
閣
を
記

憶
さ
せ
る
こ
と
で
こ
の
悩
み
が
解
消

す
る
わ
け
だ
。

機

ま
た
う
ず
巻
反
転
の
強
い
水
流
プ

沼
ラ
ス
か
ら
み
の
少
な
い
新
水
流
に
、

航
手
洗
い
表
示
の
ウ
l
ル
も
洗
え
る
押

自
洗
い
を
加
え
、
洗
溜
機
で
洗
え
る
衣

さ
類
の
帽
を
グ
ー
ン
と
広
げ
た
の
も
特

長
の
ひ
と
つ
。
九
月
二
十
四
日
発
売
。

。
シ
ャ
ー
プ
全
自
動
洗
癌
機
〈
愛

情
マ
イ
コ
ン
W
水
流
お
〉
七
万
円
。

〈
シ
ャ
ー
プ
〉

マイコ ン式

電子ジャー

炊飯器

シ
ャ
ー
プ
か
ら
、
一
台
で
い
ろ
い

ろ
炊
き
わ
け
が
で
き
る
と
い
う
、
マ

イ
コ
ン
式
電
子
ジ
ャ
l
炊
飯
器
が
新

発
売
さ
れ
た
。

マ
イ
コ
ン
制
御
に
よ
り
、
白
米
、
炊

き
込
み
ご
は
ん
、
お
こ
わ
、
陸
芽
米
、

お
か
ゆ
な
ど
の
炊
き
わ
け
が
自
由
自

-ι 

/ 

iTi守巾やおやすみ中の番組がご〈簡単に鉢れるrf-約

カード」を新開発。番組欄を見ていて、録りたL、ナι思った』

その場で F約。下順はカードが教えてくれます。もうピデオの

予約カードのZイ院す抗2

0-週間5番岨F町・目ぞ見彊る高圃賞、ダ4ナζγククリーンtolR・77fンスローも療しめる

列ーンSS4ヘフド・膏 ~9.1co ・却檀龍ワイヤレスVモコン・ クイックタイマー ・テープ瞳量在示

・量創刊帥両再生・正面yースルーパオル ・外野寸法幅制x奥行耳目晴~9300

前でかがんだり、予〈らがりも解消。あとはカードをピデオに

伸入すると完「です。きあ、tt重な時間をフルに使いましょう。

MITSUBISHI 
日本語コンカレントCP/M-86で切ルチタスク処理を、

こな安統合化ソフトウェア九lでE
MULTI16-III~æJ!!I/.。

局6m16-E
.、複長悦子

お問合せは...一三菱電機株式会社〒100東京郡千代国区丸の内22-3本社 OA常業第 ー部(03)2183509 OA-p;業第二部(03)2183544・札峡(011)2123707・仙台(0222)64-5655・青森(0177)825386・秋日](0188)64-6925・盛仰)(0196)
51 9843・福島(0245)335163・新潟(0252)417220・金沢(0762)528821・名古属(052)565-3235・勝岡(0542)512851・浜松(0534)56-7115・大阪(06)3472421・京都(075)231-8216・和歌山(0734)241265・姫路(0792)880561・1ムね
(082)248-5330・岡山(0862)25-5171・松江(0852)24-9335・徳山(0834)31-5020・高松(0878)51-0004・松山(0899)317542・高知(0888)24.-9477・福岡(092)721-2346・北九州(093)511-2556・長崎(0958)275691・鹿児島(0992)517991 
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